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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　人間あるいは動物の体の侵襲性治療のための配置構成物（１００）であって、
　前記配置構成物は、２つの端部を有する細長い中空部材（１０２）を有し、電磁場発生
器（１１０）に接続可能である第１電極（１１６）の少なくとも一部が、前記細長い中空
部材（１０２）の少なくとも１つの端部の近くに配置されており、前記細長い中空部材（
１０２）は、前記人間あるいは動物の体の中に前記細長い中空部材（１０２）の少なくと
も一部が挿入されるように構成されており、
　前記配置構成物は、前記人間あるいは動物の体の組織に対する前記細長い中空部材（１
０２）の長手方向の移動を検出するように構成されている検出手段と、前記細長い中空部
材（１０２）の第１電極（１１６）に高周波バーストを提供するために前記電磁場発生器
を制御するように構成されている制御手段（１０６，１０８）と、を有し、前記制御手段
（１０６、１０８）は、前記電磁場発生器（１１０）に接続可能であり、前記検出手段（
１０４）によって前記検出された長手方向の移動に依存して前記電磁場発生器（１１０）
の作動を制御するように構成されており、前記制御手段（１０６，１０８）は、前記検出
手段が前記細長い中空部材（１０２）の長手方向の移動を検出すると、高周波バーストを
提供するために前記電磁場発生器（１１０）を起動させるための起動手段を有することを
特徴とする配置構成物。
【請求項２】
　前記検出手段（１０４）が、前記細長い中空部材（１０２）の長手方向の移動を光学的
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に、機械的に、音響学的に、電気的にまたは電気磁気的に検出するように構成されている
ことを特徴とする請求項１に記載の配置構成物。
【請求項３】
　前記検出手段（１０４）がインピーダンス検出手段（１０４）を有することを特徴とす
る請求項１または請求項２に記載の配置構成物。
【請求項４】
　前記検出手段が、さらに前記細長い中空部材（１０２）と結合するように構成されてい
ることを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項５】
　前記電磁場発生器（１１０）に接続するように構成され、前記人間または動物の体の上
に配置されるように構成されている第２電極（１１４）をさらに有することを特徴とする
請求項１乃至４のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項６】
　前記電磁場発生器（１１０）に接続するように構成され、前記人間または動物の体の上
に配置されるように構成されている第２電極（１１４）をさらに有し、前記インピーダン
ス検出手段（１０４）が、前記第２電極（１１４）と前記第１電極（１１６）の少なくと
も一部との間のインピーダンスに少なくとも関連するインピーダンスを検出するように構
成されていることを特徴とする請求項３に記載の配置構成物。
【請求項７】
　前記検出手段（１０４）は、前記細長い中空部材（１０２）の前記第１電極（１１６）
の位置から前記細長い中空部材が少なくとも部分的に挿入されるように配置される組織の
表面までの距離を検出するように構成されていることを特徴とする請求項１乃至６のいず
れか１項に記載の配置構成物。
【請求項８】
　前記制御手段（１０６,１０８）は、前記検出手段（１０４）に接続されるように構成
されていることを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項９】
　前記制御手段（１０６,１０８）は、前記検出手段が前記細長い中空部材（１０２）の
長手方向の移動を検出したときに、前記電磁場発生器（１１０）から前記高周波バースト
が提供されるように前記電磁場発生器（１１０）の作動を制御するように構成されている
ことを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項１０】
　電磁場発生器（１１０）を更に有し、前記電磁場発生器（１１０）が高周波バーストを
提供するように構成されていることを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載の
配置構成物。
【請求項１１】
　前記第１電極（１１６）が前記細長い中空部材（１０２）の少なくとも１つの端部に配
置されることを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項１２】
　前記細長い中空部材（１０２）が前記第１電極に対して電気的に絶縁される領域を有す
ることを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項１３】
　前記電気的に絶縁される領域が、前記細長い中空部材（１０２）の他方の端部の近くに
配置されることを特徴とする請求項１２に記載の配置構成物。
【請求項１４】
　前記電気的に絶縁される領域が、前記第１電極（１１６）の長手方向に移動可能である
中空の絶縁シースを有することを特徴とする請求項１３に記載の配置構成物。
【請求項１５】
　前記第１電極（１１６）が長手方向に分割されることを特徴とする請求項１乃至１４の
いずれか１項に記載の配置構成物。
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【請求項１６】
　前記細長い中空部材（１０２）が絶縁材料で被覆されることを特徴とする請求項１乃至
１５のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項１７】
　前記高周波バーストは、１つまたはそれ以上の高周波で発生されることを特徴とする請
求項１６に記載の配置構成物。
【請求項１８】
　前記細長い中空部材（１０２）は、微細な針による吸引または注入のために構成されて
いる針を有することを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項１９】
　前記細長い中空部材（１０２）が前記細長い中空部材（１０２）中に挿入可能な固体部
材を更に有し、前記細長い中空部材（１０２）と前記固体部材は生検手術のために構成さ
れていることを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項２０】
　前記細長い中空部材（１０２）が人間または動物の体の組織の高周波バーストのために
構成されていることを特徴とする請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項２１】
　前記細長い中空部材（１０２）が内視鏡手術のために構成されていることを特徴とする
請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の配置構成物。
【請求項２２】
　前記制御手段（１０６,１０８）は、前記細長い中空部材（１０２）が前記人間または
動物の体中から引き抜かれるとき、または、前記細長い中空部材（１０２）が前記人間ま
たは動物の体中に挿入されるとき、前記電磁場発生器（１１０）から前記高周波バースト
が提供されるように前記電磁場発生器（１１０）の作動を制御することを特徴とする請求
項９に記載の配置構成物。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、一般に、人間あるいは動物の体に侵襲性手術に対する配置構成物を提供する
のに関し、特に、人間あるいは動物の体の侵襲性手術に関連して種をばらまかない配置構
成物を提供する。
【背景技術】
【０００２】
　西洋世界の多くの人々は、癌の可能性に直面している。女性と男性で最も一般的な癌腫
の形態は、それぞれ乳癌と前立腺癌である。
【０００３】
　成功した癌治療は、しばしば高品質の腫瘍診断に依存している。今日、形態学的診断法
には２つの主要な方法があり、外科的生検あるいは芯生検（core biopsies）による組織
病理学的検査および微細針吸引（fine needle aspirate）の細胞病理学的検査である。
【０００４】
　芯生検では、組織試料は、例えば太い芯生検の針を使用して病巣から取り除かれる。こ
の組織試料は、次に、組織学的に検査される。
【０００５】
　細胞診断では、細胞懸濁液は、微細針により病巣から吸引される。腫瘍細胞間の結合強
度は、正常な細胞間の結合強度より弱いので、腫瘍細胞は吸引液中に濃縮される。進展中
の技術進歩は、微細針吸引からの単一細胞に対する完全な対象分子の診断方法が近い将来
利用可能である可能性を示唆している。
【０００６】
　現代の診断法を適用すると、まだ転移していない小さい腫瘍を検出することができる。
通常は１０ｍｍ未満の拡張部分を有するそのような癌腫瘍に対して、従来の外科手術は、
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粗過ぎる方法として考えられる。
【０００７】
　また、治療では、乳癌患者の場合においてより小さい腫瘍を侵襲性の局所治療を行う傾
向にあり、その結果、乳房切除などの根治手術から離れていく傾向にある。根治的な乳房
切除の目標は、すべての悪性組織を取り除くことであり、リンパ節切除手術と組み合わさ
れた乳房切除はしばしばかなりの入院治療をもたらす。
【０００８】
　最小限度の侵襲性アプローチは、切開手術とは対照的に病的状態の割合を減らし、治療
時間を短縮する潜在的な利益を有しており、弱い医療状態でも患者を治療する可能性を提
供する。
【０００９】
　最少限度の侵襲性治療のアプローチの１つの実施例は、腫瘍細胞の熱破壊を引き起こす
ように高周波エネルギーを使用する高周波焼灼（ＲＦＡ:radio frequency ablation）技
術である。熱破壊は、例えば、腫瘍中に直接的に針を挿入し、体の外表面に大きい対電極
を配置して、針と対電極との間に高周波エネルギーを印加して得られる。針での高い電流
密度が組織中に熱を発生して、熱破壊、および/または、組織の変性を引き起こす。
【００１０】
　現在において、高周波焼灼（ＲＦＡ）技術は、たいてい一時抑えと見なされ、外科手術
を避けるように腫瘍を収縮するために使用される。
【００１１】
　別の最少限度の侵襲性アプローチは、定位切除または大きな芯生検であり、好ましくは
画像ガイダンス下で全ての乳房病巣を取り除く工程を含む。大きい芯生検を使用すること
によって、５ｍｍ～２０ｍｍのサイズの胸部組織を取り除くことができる。また、この方
法は、放射線専門医あるいは外科医が１つの断片化されていないピースで病巣全体を除去
することを可能する。胸部組織の芯サンプルは、輪にされたワイヤを用いてしばしば除去
され、診断のために病理検査室に運ばれる。
【００１２】
　体の組織の診断と治療のために適用し得るさらに別の最小限の侵襲性アプローチは、組
織中の部位へ診断試薬および治療試薬を注入することである。針を挿入し、侵襲性部位に
到達し、針の先端を組織部位に存在させることによって、診断試薬および治療試薬を組織
部位に特別に届けることができる。
【００１３】
　同じあるいは同様の目的に使用し得るまた別の最少限度の侵襲性技術は、内視鏡的方法
であり、外科手術あるいは外科的検査のために必要な侵襲性部位に到達するように管状デ
バイスが皮膚を通して体に挿入される。手短に言うと、その結果、組織が目視的に検査さ
れて切除され、切開手術なしにサンプルがとられる。
【００１４】
　上記説明したような組織診断、および／または、治療技術と治療方法は、少なくとも使
用されるデバイスの一部が悪性組織に接触するかまたは穴をあけることを含む共通点があ
る。
【００１５】
　さらに、前記治療技術と治療方法は、局所感染物に接触するかまたは穴をあけるかもし
れない。
【００１６】
　悪性組織を手で扱うか、および／または、穴をあけることによって、がん細胞は、元の
位置から分裂して他の場所に沈着することが可能である。
【００１７】
　がん細胞の分裂と処理は、装置のある部分、例えば、針の遠位端部が悪性腫瘍に侵入す
るかまたは接触することを考慮すると、更に装置を使用することによって形成される通路
（tract）中にがん細胞のまき散らし（seeding of cancer）を引き起こす可能性がある。
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遠位端部で悪性組織に侵入するか又は接触すると、遠位端部は健康でない細胞によって汚
染され得る。装置を取り外すときに、汚染された遠位端部は、挿入のときに形成された通
路／流路に沿って滑るように移動し、悪性組織細胞は、汚染した遠位端部あるいは悪性組
織からゆるみ、または、通路／流路の壁上に位置を変え、それにより、腫瘍のばらまき（
seeding of the tumour）を引き起こす可能性がある。
【００１８】
　このがん細胞のばらまきは新しい癌腫瘍を起こす可能性がある。
【００１９】
　腫瘍のばらまきは、芯生検、腹腔鏡検査、高周波焼灼（radio frequency ablation）、
注射、微細針吸引あるいは穴開けることなどの結果であり、したがって、手術に含まれる
利益を無効にする可能性がある。
【００２０】
　明白な理由によって、局所感染物質のばらまきもまた、上記手術中に起こり得る。この
ことは、例えば、前立腺などの直腸を横切る手法の間で特に重大なことである。
【００２１】
　以下に、健康でない細胞の潜在的な広がりに関連する先行技術文献を示す。
【００２２】
　米国特許出願第２００４/０１８６４２２Ａ１号から、標的部位に治療試薬または診断
試薬を届ける針が知られている。この針は、高周波発生器に接続された電極を提供するこ
とができる。針の少なくとも一部から通路の少なくとも一部を取り囲む組織周辺に電気的
エネルギーを提供することによって、周辺組織を凝固するか焼灼するか、そうでなければ
、周辺組織を実質的にシールするように処置するかまたは通路を閉塞する。電気的エネル
ギーは、間隔をあけて離れている領域が治療されるように、短いバーストで通路に沿って
追加の組織に届けられる。あるいはまた、エネルギーは針の抜き取りのときに、針の全長
に沿って通路を実質的にシールするために実質的に連続的に届けられる。従って、通路に
腫瘍をばらまく、および／または、試薬を運ぶ目標領域を囲む組織を汚染するという危険
が低下しながら実質的にシールされる。
【００２３】
　この技術の１つの不利な特性は、届けられる高周波エネルギーが通路を取り囲む組織を
加熱するので、かなり大きい深さの組織が生成された高温によって影響を受けるというこ
とである。
【００２４】
　この技術の診断装置の別の欠点は、また、針中の試料組織もまた高周波エネルギーによ
って引き起こされた加熱によって影響を受けることである。
【００２５】
　米国特許出願第２００４/０１８６４２２Ａ１号技術の潜在的欠点は、針または器具が
引き抜かれるとき、実質的に通路をシールするために短いバーストあるいは連続的な高周
波エネルギーの印加に関連づけられる。この技術は、手動で操作され、針は手術者によっ
て通常は保持されて引き抜かれるので、針を引き抜くとき、高周波エネルギーの適用後に
生存可能な細胞が通路に残るという危険性がある。なぜなら、通路を処理した結果がこの
技術を使用する手術者に依存するからである。
【００２６】
　米国特許出願第２００４/０１８６４２２Ａ１号の治療プログラムの別の潜在的欠点は
、腫瘍細胞の分裂に対する解決策がないことであり、挿入された器具が腫瘍を貫くと、潜
在的に腫瘍細胞のばらまきをもたらす。
【００２７】
　さらに、この技術は手動で操作されるので、この技術は、一般に時間を消費し、特に、
手術者の時間を消費するので不利である。
【００２８】
　米国特許出願第２００３/０１９５５００号から、生検針が配送針中に挿入され、配送
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針と同軸でのかみ合いが必要でないとき取りはずされるのを可能にする外側の管状部材と
内側部材を含む、組立式の生険焼灼または通路凝固針が知られている。それはまた、通路
でのばらまきと失血を抑えながらより効率的に腫瘍を生険し、腫瘍を焼灼し、焼灼によっ
て通路を凝固することもまた可能にする。焼灼針と生険針は、電気的焼灼源に連結される
ように配置されるコネクタを形成する。
【００２９】
　通路焼灼の場合、４８℃の等温曲線は、通路から半径方向１ｍｍの組織中に広がってい
ることを示唆している。腫瘍焼灼の場合、４８℃の等温曲線は、半径方向２０ｍｍの組織
中に延びていることを示唆しており、このことは、通路焼灼の場合と比べてより高いマイ
クロ波電源あるいは異なるマイクロ波周波数を使用することによって達成される。
【００３０】
　米国特許出願第２００３/０１９５５００号によって開示されたような技術のもつ明確
な欠点は、この装置がマイクロ波周波数エネルギーを使用することである。マイクロ波周
波数を使用する結果は、治療の必要のない健全な組織を含むかなり大きな組織の領域が加
熱されることであり、このことは明確に不利益である。
【００３１】
　米国特許出願第２００３/０１９５５００号技術の別の欠点は、通路全体の凝固には配
送針が区分を拒絶するマイクロ波エネルギーの複数の印加を必要とするということであり
、この拒絶間の間に配送針にマイクロ波周波数が印加され、この事実により、マイクロ波
周波数は、上記述べたような等温曲線を達成するために使用されるマイクロ波エネルギー
の各印加がかなり長い時間続くことである。
【００３２】
　そのうえ、この治療プログラムの手動操作は、通路を囲む組織がしばしば不均一なため
通路を焼灼するためにも異なるエネルギーの適用を必要とするので、生存細胞がマイクロ
波エネルギーの適用後の通路中に残るという危険性の欠点をもたらす。
【００３３】
　さらに別の欠点は、マイクロ波周波数の印加の時のエネルギー吸収がしばしば不均一で
あり、「ホットスポット」と呼ばれる加熱しすぎのスポットをもたらす可能性があること
である。
【００３４】
　米国特許第６１２６２１６号から、生検方法の間、癌細胞の治療または広がりを防ぐた
めに、好ましくない組織あるいは細胞の生検と高周波焼灼を含む医療方法で使用されるた
めに目標領域まで組織を侵入するために使用するカニューレまたはプローブを含む医療機
器が知られている。
【００３５】
　プローブの外表面は、絶縁コーティングと、カニューレへの電流を調整するための制御
手段と、高周波発生器、および戻り電極とを有する。高周波エネルギーを発生させること
によって、カニューレは臨界温度より高く加熱され、カニューレを取り囲む組織を生存不
能にさせる。
【００３６】
　米国特許第６１２６２１６号の開示は、生検針である第１の印加を含み、そのために焼
灼高周波エネルギーが抵抗加熱をカニューレ周囲の約１０細胞層の深さの組織に届けるこ
とがクレームされている。この細胞層の実行を支持するための情報は記載されていない。
【００３７】
　米国特許第６１２６２１６号で開示されるような生検針の技術の１つの欠点は、約１０
細胞層の深さの組織を高温にするために印加する高周波エネルギーの適用である。
【００３８】
　私たちの理解では、約１０細胞層の深さまでに温度上昇を制限するために非常に低い電
流密度を有する電流を適用して高周波エネルギーを印加する。しかしながら、低い電流密
度を使用すると、長期間の高周波エネルギーの印加を必要とするので、長い持続時間の間
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の昇温が熱伝導によって隣接する組織へ影響を及ぼし、血液灌流と他の組織特性に影響を
及ぼすという明確な欠点がある。
【００３９】
　米国特許第６１２６２１６号で開示されるような技術の別の欠点は、生検針へ高周波エ
ネルギーを印加するとき、生検針で皮膚を侵入するとき電極と皮膚との間の接触により引
き起こされる皮膚火傷の影響である。従って、針全体のシャフトを電極として使用すると
、好ましくない皮膚火傷の影響をもたらす。
【００４０】
　米国特許第６１２６２１６号技術の潜在的欠点は、電極による腫瘍への完全な侵入が、
健全な組織中に新しい癌腫瘍を増殖させる可能性のある生存する腫瘍細胞の離散をもたら
すことである。
【００４１】
　最終的に、先行技術と開示物の共通の欠点は、長手方向に挿入された器具の移動が、通
路中の腫瘍細胞を完全に殺傷しない可能性があることである。
【００４２】
　さらに、エネルギーを連続的に印加すると、不必要に大きい直径の組織を殺傷すること
になり、針中の試料が増加した手術時間と同様に影響を受けることである。
【特許文献１】米国特許出願第２００４/０１８６４２２Ａ１号
【特許文献２】米国特許出願第２００３/０１９５５００号
【特許文献３】米国特許第６１２６２１６号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００４３】
　従って、先行技術に関連する不利益と欠点が無い、より効率的な種をばらまかないデバ
イス（anti-seeding device）を提供する必要がある。
【課題を解決するための手段】
【００４４】
　本発明の目的は、完全に種をばらまかない処理を可能にする種をばらまかない配置構成
物を提供することである。
【００４５】
　本発明の１つの態様によると、この目的は、人間あるいは動物の体の侵襲性治療のため
の配置構成物であって、２つの端部を有する細長い中空部材であって、電磁場発生器に接
続可能である第１電極の少なくとも一部が前記細長い中空部材の少なくとも近くの端部に
配置されており、前記人間あるいは動物の体中に少なくとも細長い前記中空部材の一部が
挿入されるように配置される、前記人間あるいは動物の体中に少なくとも一部が挿入され
るように配置される、前記細長い中空部材と、前記配置構成物の物理的特性を検出するた
めに配置される検出手段であって、前記物理的特性が、前記人間あるいは動物の体中の前
記細長い中空部材の挿入された長さに少なくとも依存している、前記検出手段と、前記細
長い中空部材の第１電極に高周波バーストを提供するために前記電磁場発生器を制御する
ように配置される制御手段であって、前記電磁場発生器に接続可能であり、前記検出手段
によって前記検出された物理的特性に依存して前記電磁場発生器の作動を制御するよう配
置される、前記制御手段と、を有し、前記制御手段が、前記検出された物理的特性の変化
量に依存する高周波バーストを提供するために前記電磁場発生器を起動させるための起動
手段を有することを特徴とする配置構成物によって実現される。
【００４６】
　本発明の第２の態様は、前記検出手段が、前記物理的特性を光学的に、機械的に、音響
学的に、電気的にまたは電気磁気的に検出するように配置される、第１の態様の特徴を含
む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００４７】
　本発明の第３の態様は、前記検出手段（１０４）がインピーダンス検出手段（１０４）
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を有することを特徴とする、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提
供する。
【００４８】
　本発明の態様は、このインピーダンスが容易に得られ電気的または電子的制御手段で利
用に適した電気的量であるので有利である。
【００４９】
　本発明の第５の態様は、前記電磁場発生器に接続するように配置され、前記人間または
動物の体の上に位置するように配置される第２電極をさらに有する、第１の態様の特徴を
含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００５０】
　本発明の第６の態様は、前記インピーダンス検出手段が、前記第２電極と前記第１電極
の少なくとも一部との間のインピーダンスに少なくとも関連するインピーダンスを検出す
るように配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する
。
【００５１】
　本発明のこの態様は、第２電極と少なくとも第１電極の一部の間のインピーダンスを容
易に測定可能であるので有利である。
【００５２】
　本発明の第７の態様は、前記検出手段は、前記細長い中空部材の基準点から前記細長い
中空部材が少なくとも部分的に挿入されるように配置される組織の表面までの距離を検出
するように配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供す
る。
【００５３】
　本発明の第８の態様は、前記制御手段は、前記検出手段に接続されるように配置される
、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００５４】
　本発明の第９の態様は、前記制御手段は、前記検出された物理的特性の変化量に依存し
て前記電磁場発生器から前記高周波バーストが提供されるように前記電磁場発生器の作動
を制御するよう配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提
供する。
【００５５】
　本発明のこの態様は、電磁場発生器が測定された物理的特性の変化量に依存する高周波
エネルギーを提供することは、細長い中空部材の動きに迅速に応答することを可能にする
ので有利である。
【００５６】
　本発明の第１０の態様は、電磁場発生器を更に有し、前記電磁場発生器が高周波バース
トを提供するように配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物
を提供する。
【００５７】
　本発明の第１１の態様は、前記第１電極が前記細長い中空部材の少なくとも１つの端部
に配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００５８】
　本発明の第１２の態様は、前記細長い中空部材が前記第１電極に対して電気的に絶縁さ
れる領域を有する、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００５９】
　本発明のこの態様は、本発明の配置構成物を作動させるときに皮膚の火傷の影響を保護
するので、有利である。
【００６０】
　本発明の第１３の態様は、前記電気的に絶縁される領域が、前記細長い中空部材の他方
の端部の近くに配置される、第１２の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を
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提供する。
【００６１】
　本発明の第１４の態様は、前記電気的に絶縁される領域が、前記第１電極の長手方向に
移動可能である中空の絶縁シースを有する、第１３の態様の特徴を含む侵襲性治療のため
の配置構成物を提供する。
【００６２】
　本発明のこの態様は、絶縁シースが組織中の第１電極の有効長さが迅速に変化するのを
可能にするので、有利である。
【００６３】
　本発明の第１５の態様は、前記第１電極が長手方向に分割される、第１の態様の特徴を
含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００６４】
　本発明のこの態様は、分割が皮膚火傷の影響を保護するので第１電極の有効長さが変化
するのと同様に有利である。
【００６５】
　本発明の第１６の態様は、前記細長い中空部材（１０２）が絶縁材料で被覆される、第
１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００６６】
　本発明のこの態様は、細長い中空部材の部分による焼灼が１つの高周波で達成され、通
路全体へ種をばらまかないことが同じ細長い中空部材を使用して異なる周波数で達成され
るので有利である。
【００６７】
　本発明の第１７の態様は、前記高周波バーストは、１つまたはそれ以上の高周波で発生
される、第１６の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００６８】
　本発明の第１８の態様は、前記細長い中空部材は、微細針の吸引または注入のために配
置される、第１６の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００６９】
　本発明のこの態様は、微細な吸引針または注射針が種をばらまかないことを提供するの
で有利である。
【００７０】
　本発明の第１９の態様は、前記細長い中空部材が前記細長い中空部材中に挿入可能な固
体部材を更に有し、前記細長い中空部材と前記固体部材は生検手術のために配置される、
第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００７１】
　本発明のこの態様は、生検手術に使用される細長い中空部材に種をばらまかないことを
提供するので有利である。
【００７２】
　本発明の第２０の態様は、前記細長い中空部材が、人間または動物の体の組織の高周波
バーストのために配置される、第１の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を
提供する。
【００７３】
　本発明のこの態様は、焼灼に使用される細長い中空部材に種をばらまかないことを提供
するので有利である。
【００７４】
　本発明の第２１の態様は、前記細長い中空部材が内視鏡手術のために配置される、第１
の態様の特徴を含む侵襲性治療のための配置構成物を提供する。
【００７５】
　本発明のこの態様は、内視鏡手術に使用される細長い中空部材に種をばらまかないこと
を提供するので有利である。
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【００７６】
　本発明には、以下の総合的な利点がある。
【００７７】
　種をばらまかない電極を取り囲む組織の本質的に瞬時の変性を生成する高周波電力の使
用と共に、細長い中空部材の動きを検出する検出手段を適用することは、先行技術によっ
て提示されたような時間を消耗する代替手段では得られない、種をばらまかない迅速な配
置構成物を提供する。本発明は、また、迅速な応答が電磁場発生器の起動に依存するので
、有利である。
【００７８】
　本明細書で使用される場合、用語「有する／含む」は、述べられた特徴、整数、工程ま
たは成分の存在を特徴付けるために使用されるが、１つまたはそれ以上の他の特徴、整数
、工程、成分またはそれらのグループの存在あるいは追加を排除するものではないことが
強調される。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７９】
　本願発明は、以下に添付の図面と関連してより詳細に説明される。
【００８０】
　従って、本発明は、一般に、人間あるいは動物の体を治療するための配置構成物に関し
、特に、人間あるいは動物の体中の組織、細胞、および感染性物質を変性するための配置
構成物に関する。
【００８１】
　そのような物質を含む人間または動物の体の部位に医療機器を挿入する場合、悪性細胞
、組織または感染性物質の広がりあるいはばらまきが内視鏡的方法と同様に注入、高周波
焼灼、微細針吸引、芯生検などの様々な適用において起こり得るので、明らかに危険であ
る。この理由のためにおよびより効率的に種をばらまかない方法を可能にするために、本
発明の種をばらまかない配置構成物は、前記のような注入、高周波焼灼、微細針吸引、芯
生検、および内視鏡的方法における応用の１つにおいて利用される。
【００８２】
　感染性あるいは悪性組織をきちんと処理した後に部材が健全な組織を通過するのは、い
つでも部材が汚染されていないので好ましいことである。
【００８３】
　この目的で、本発明において高周波バーストは第１電極と対電極の間に印加される。
【００８４】
　一般的な用語において、本発明に基づく、種をばらまかない（anti-seeding）ための配
置構成物は、細長い中空部材の片端部で組織に穴をあけることによって組織中に挿入され
るように適合されている細長い中空部材を含む。
【００８５】
　さらに、この配置構成物は組織に対する部材の長手方向の移動を検出する手段を含む。
また、この配置構成物は比較的高電力の高周波バースト（radio frequency burst）が細
長い中空部材によって組織に印加されるように電磁場発生器を制御する手段を含む。
【００８６】
　本発明に基づく侵襲性治療のための配置構成物の１つの例を概略的に示す図１を参照し
て、本発明をさらに説明する。
【００８７】
　図１の例の配置構成物１００は、細長い中空部材１０２を含む。細長い中空部材１０２
は、以下に説明されるように、本発明の特定利用のために適合されており、少なくとも一
部が人間あるいは動物の体に挿入されるようにさらに配置される。配置構成物１００は、
人間あるいは動物の体中の細長い中空部材１０２の挿入された長さを決定する場合には、
細長い中空部材１０２に接続して使用するように配置される検出ユニット（手段）１０４
と検出ユニット１０４とユーザ入力ユニット１１２を接続した制御ユニット１０８とを更
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に含む。制御ユニット１０８は、さらにトリガユニット１０６と高周波発生器１１０とに
接続されており、そこでは、トリガユニット１０６が検出ユニット１０４およびユーザ入
力ユニット１１２からの入力に依存して、高周波発生器１１０にトリガを出すように配置
される。高周波発生器１１０は、さらに細長い中空部材１０２を有する第１電極１１６に
接続されかつ第２電極の１つの例である対電極１１４に接続されている。
【００８８】
　検出ユニット１０４は、細長い中空部材１０２の第１電極１１６と対極板（対電極）１
１４の間のインピーダンスを検出するために配置されており、このインピーダンスは人間
、または、動物の体中の細長い中空部材の挿入された長さに依存している。人間あるいは
動物の体中の侵入深さを増加させると、細長い中空部材の第１電極と対極板の間のインピ
ーダンスは通常減少する。このことは、細長い中空部材を侵入させるときに、第１電極と
周囲の組織の間の接触表面が増加することに起因する。
【００８９】
　本発明の別の実施例では、検出ユニット１０４は、組織中の細長い中空部材の侵入深さ
を検出するために、例えば、細長い中空部材の基準点から組織表面までの距離を機械的な
方法で検出するために配置される。
【００９０】
　本発明のさらに別の実施例では、検出ユニット１０４は、組織中の細長い中空部材の侵
入深さ、例えば、細長い中空部材の基準点から組織表面までの距離を音響学的または電気
磁気的に検出するために配置される。
【００９１】
　本発明のさらに別の実施例によると、検出手段と制御手段は一体的に形成することがで
きる。
【００９２】
　図１に概略的に示された配置構成物は、本発明の配置構成物の１つ例であることが強調
される。異なるユニット、および／または、図１に示されたような例と比べて結合された
機能を有するユニットを含む他の例もまた想定することができる。
【００９３】
　従って、トリガユニット１０６は、高周波発生器１１０に接続され、高周波エネルギー
を発生させるために高周波発生器を起動するトリガ信号を発生させるように配置される。
そのうえ、高周波発生器１１０は、バースト中で使用される周波数に依存するマイクロ秒
からミリ秒のオーダーの持続時間を有するバースト形態で高周波エネルギーを発生するよ
うに配置される。高周波発生器は、そのようなバーストをオンの持続時間より数桁大きい
オフの持続時間を有する一定の間隔で届けるために配置されており、ここで、オンの持続
時間はバーストの長さと等しい。
【００９４】
　この理由で比較的高い電力の高周波エネルギーを、種をばらまかない目的のために印加
することができる。その都度適切な電力は、組織中に挿入される細長い中空部材の直径、
細長い中空部材が挿入される組織の伝導率、および特性、組織の血液の流れ、細長い中空
部材の電極の形状、および構成などの多くのパラメータに依存している。
【００９５】
　電極の半径Ｒの電力依存性は、Ｒ4に比例しているので、大きな電極は高電力を必要と
するが、細い電極を使用する種をばらまかないものは、低いあるいは適度の電力レベルを
使用して有望な結果を示す。
【００９６】
　しかしながら、上記示されるように、ある状況下では高電力高周波エネルギーを使用す
ることは可能である。例えば、数１０ｋＷまでのピーク電力レベルを使用することができ
る。また、オンの持続時間より数桁大きいオフ持続時間を使用することによって、高電力
レベルを特殊な環境下で使用することができる。一般に、適切に場合に適合された中程度
の電力レベルが使用される、その電力レベルにより迅速で高効率の種をばらまかないこと
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が達成される。
【００９７】
　トリガユニット１０６は、検出ユニットが細長い中空部材１０２の動きを検出すると、
第１電極に電磁エネルギーを届けるために電磁発生器１１０を起動するように配置される
。細長い中空部材は、手動または機械的に引き込められるか、または、手動と機械的な影
響の下での結合した動きによって動かされる。細長い中空部材がどのように引き込められ
るかにかかわらず電磁エネルギーを第１電極に届けることができる。
【００９８】
　第１電極へ印加されるとき、従って、細長い中空部材１０２の引き抜きのときに、高周
波バーストが起動される。本発明の別の実施例では、高周波バーストは、細長い中空部材
が人間あるいは動物の体中に挿入されるときに起動され得る。
【００９９】
　人間あるいは動物の体の病巣と関連して配置構成物１００を使用するとき、バーストあ
るいは短いパルスの印加は、高周波エネルギーで影響を受ける組織領域が第１電極１１６
の周囲の数細胞層であるように、組織への高周波エネルギーの印加を制御することを可能
にさせる。
【０１００】
　そのうえ、高電力短パルスの印加を制御するために検出手段を使用すると、種をばらま
かない性能を変えずに処理された組織中の細長い中空部材１０２の迅速な動きを可能にす
る実質的に即座の通路での殺傷が実現する。
【０１０１】
　従って、急速で信頼できる通路の殺傷あるいは検査中の組織部位の変性は、本発明の細
長い中空部材と高周波バーストまたは種をばらまかないパルスを使用することによって可
能である。
【０１０２】
　本発明の１つの代替の実施例では、配置構成物１００は、細長い中空部材の長手方向、
および／または、回転方向の移動手段を含み得る。そのような手段は、細長い中空部材の
長手方向の振動、および／または、回転方向の動きを振動させることができ、その動きは
、５０～５００Ｈzのオーダーの周波数を有する。細長い中空部材１０２の長手方向、お
よび／または、回転方向の動きを振動させると、挿入段階の間の腫瘍中への針の侵入抵抗
が減少するので、細長い中空部材の人間あるいは動物の体への挿入を容易にする。それは
また、サンプル体積を増加させる。
【０１０３】
　従って、各振動的な引き抜きと挿入段階の間に種をばらまかないことが起動（トリガ）
されることもまた必要である。
【０１０４】
　細長い中空部材の挿入のときに引き起こされる通路中の考えられる癌細胞の変性の利点
に加えて、高周波エネルギーの印加は、電圧が細長い中空部材によって引き起こされる病
巣からの出血を潜在的に阻止するという利益をもたらす。
【０１０５】
　以下では、細長い中空部材をさらに詳細に説明する。
【０１０６】
　細長い中空部材１０２は、通常は第１と第２端部を有する。細長い中空部材１０２を使
用するとき、すなわち、例えば、細長い中空部材を人間、または、動物の体中に挿入する
とき、これらの端部はそれぞれ、近位端と遠位端を意味する。また、本発明の１つの実施
例に基づいて第１電極は細長い中空部材１０２の遠位端部に配置される。また、本発明の
別の実施例によると、第１電極は細長い中空部材１０２の遠位端部付近に配置される。本
発明のさらに別の実施例によると、第１電極は細長い中空部材１０２に沿って別の位置に
配置される。
【０１０７】
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　本発明のさらに別の実施例によると、第１電極１１６が細長い中空部材１０２に沿って
長手方向の延長部を有するように、第１電極１１６は細長い中空部材１０２に沿って配置
される。
【０１０８】
　本発明の１つの実施例によると、細長い中空部材１０２は、細長い中空部材の第１電極
が高周波発生器１１０に接続可能であるように、高周波発生器１１０に接続するように配
置される。
【０１０９】
　本発明の別の実施例によると、細長い中空部材１０２は、中空であり細長い中空部材１
０２を取り囲んでいる絶縁シース（さや）を含んでいる。絶縁シースは、電気的な絶縁物
であり、したがって、周辺組織から少なくとも第１電極の一部を絶縁するために使用され
る。細長い中空部材１０２を取り囲む絶縁シースは、細長い中空部材１０２の長手方向に
滑走して移動可能である。第１電極の上で細長い中空部材１０２に沿って絶縁シースを滑
らせることによって第１電極の長さを変化させることが可能である。従って、長手方向の
に長い中空部材を動かさずに、第１電極の有効長さを変えることができる。また、組織中
の第１電極の侵入深さは、絶縁シースの存在のために、組織にさらされる第１電極の長さ
を変更せずに変えることができる。
【０１１０】
　そのうえ、手術のとき、滑走可能な絶縁シースを空気皮膚界面で第１電極を少なくとも
取り囲むようにさせることによって、好ましくない皮膚の火傷の影響を効果的に避けるこ
とができる。従って、滑走可能なシース（さや）の設計は、第１部分が第１電極を取り囲
む組織中に挿入可能となるように配置され、第２部分が組織中にこの第２部分を更なに侵
入させないように配置される。皮膚火傷の影響を避けるために、第２部分は例えば、フラ
ンジあるいはカラー（首輪）形態であり、組織表面、すなわち、皮膚と接触するように配
置され、一方、シースの第１部分は、皮膚の組織に侵入するように配置される。
【０１１１】
　本発明の１つの代替物によると、第１電極は、細長い中空部材１０２の長手方向に、す
なわち細長い中空部材に沿って分割することができ、分割した第１電極を有する細長い中
空部材を組織に挿入するときに、いくつかの分割電極は体の組織によって取り囲まれるが
、他の分割電極は、細長い中空部材１０２の挿入された長さに依存しながら体の組織の外
側にあるのでまだ周囲空気に面している。
【０１１２】
　いくつかの分割電極が体の中にあり、他の分割電極が体の中に無いので、細長い中空部
材の第１電極の分割電極と対電極との間のインピーダンスは、組織中の細長い中空部材の
挿入深度と関連して異なる。空気に面している分割電極と対電極の間のインピーダンスは
、本質的には無限であるが、組織中に侵入した分割電極と対電極との間のインピーダンス
は、周辺組織に依存し、通常は、空気に面している分割電極のインピーダンスより少なく
なる。
【０１１３】
　この実施例によると、検出ユニット１０４は、体に挿入される分割電極の数を検出して
、各分割電極が約１～２０ｍｍの長手方向の幅を有する分割電極数を数える方法で挿入深
さを決定する。
【０１１４】
　また、本発明のこの実施例によると、分割することは、制御ユニット１０８が、例えば
、細長い中空部材の第１電極の侵入深さの指示計としてインピーダンスに依存する様々な
分割電極の起動／停止（ターンオン／ターンオフ）を可能にする。細長い中空部材の空気
－皮膚界面で分割電極を停止することによって、完全な通路の殺菌を確実にしながら、同
時に首尾よく皮膚火傷効果を避けられることができる。従って、高周波エネルギーの印加
は、電極を取り囲む組織に対して細長い中空部材の異る位置あるいは動きに基づいて最適
化される。



(14) JP 5179465 B2 2013.4.10

10

20

30

40

50

【０１１５】
　本発明の代替の実施例によると、細長い中空部材１０２は、近位端部あるいは遠位端部
において低い高周波周波数に対する電気絶縁体となる絶縁材料コーティングを含み、その
周波数に対して第１電極のコーティングされた部分は電流を流すことができない。高い周
波数を使用すると、絶縁コーティングのインピーダンスは減少し、コーティング部分を含
む針全体を使用することができる。
【０１１６】
　以下に本発明のいくつかの応用を説明する。上記記載されたような本発明の原理的な特
性と特徴は、実施例の詳細な説明において、以下で説明される応用のそれぞれで利用可能
である。
【０１１７】
　いくつかの特徴の使用は、以下で特別な応用と関連づけて繰り返されるが、このことは
、上記パラグラフに示されるように、上記説明された他の特徴の使用を排除することを意
図するものではない。
【０１１８】
　本発明の１つの好適実施例によると、配置構成物１００は、微細針吸引（ＦＮＡ）と関
連して使用されるように配置される。この応用内で、種をばらまかない技術は、細長い中
空部材１０２の１つの例である吸引針と合体された、針の通路中の吸引針の挿入と引き抜
きの両方のときに、悪性細胞と感染性物質をまき散らす危険無しに、疑われた腫瘍細胞の
吸引物を吸引することができる。
【０１１９】
　以下では、種をばらまかない特徴を含む微細針吸引（ＦＮＡ）の配置構成物を詳細に説
明する。
【０１２０】
　本発明の１つの実施例によると、配置構成物１００は、細長い中空部材の別の実施例で
ある管状針１０２を含む。
【０１２１】
　人間あるいは動物の体のサンプリング部位中に挿入されるＦＮＡ針は、通常は、鋭い遠
位端部を有する管状部材を含む。１つの実施例によると、針は、腫瘍あるいはサンプリン
グ部位に依存する最大３ｍｍまでの外径と１５～１５０ｍｍの長さを有する。
【０１２２】
　針は、更に、針の遠位端部から針の近位端部に近い領域まで針に沿って配置される第１
電極を含んでおり、この針の近位端部は高周波源から電気的に隔離されている。
【０１２３】
　針を金属で作る場合、針の外側表面は好ましくは、印加の時に針の熱によって針と直接
する皮膚が皮膚損傷を効果的に避けられるように、針の近位端部の近くで針を取り囲む絶
縁あるいは誘電材料（insulating or a dielectric material）を提供する。もしも誘電
材料が使用される場合、侵入深さの変化量を決定するためにインピーダンス計測をまだ使
用することができる。
【０１２４】
　上記説明したように、滑走可能な絶縁シースまたは分割された電極などの代替手段の供
給もまた、針の通路全体の完全な変性とともに侵入深さを変更することができるという利
点を有し皮膚の損傷を避けるために適用することができる。
【０１２５】
　発明者によって前に決められたように、吸引針に長手方向の動きと回転の動きを適用す
ると、不健康な組織の容易な穴開けと吸引量の増加を達成することができる。針に適用さ
れると、この動きは、周期的に針を挿入して引き抜く。
【０１２６】
　従って、例えば、健康である組織に吸引針を挿入または引き抜くときに悪性腫瘍細胞と
感染性物質の広がりを避けるために、高周波エネルギーの印加を含む解決策が提案される
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。
【０１２７】
　本発明の別の好適実施例によると、配置構成物１００は、診断または治療物質の注入の
ために適合された種をばらまかない配置構成物である。この注入針は、上記説明されたよ
うに他のすべての態様において微細針の吸引針と同じようなものである。
【０１２８】
　本発明の別の好適実施例によると、この配置構成物は、芯生検のために適合された種を
ばらまかない配置構成物である。この応用の範囲内では、種をばらまかない技術は、細長
い中空部材の１つの例である生検針に合体され、針の通路中で悪性細胞あるいは感染性物
質をばらまく危険無しに、疑われた腫瘍細胞の芯生検のための除去を可能にする。
【０１２９】
　芯生検針は、本発明の１つの実施例に基づいて腫瘍部位に依存する最大３５ｍｍの外径
と５０～１５０ｍｍの長さを有する管状部材と管状部材内部に供給された固体部材とを含
むことができる。しかしながら、代替の実施例によると、最大４５ｍｍの外径と３０～２
００ｍｍの長さもまた提供することができる。固体部材は、芯生検試料のために遠位端部
で貯蔵コンパートメントを提供することができる。サンプリングの間、管状部材は、通常
はばね荷重などで貯蔵コンパートメント中の組織材料を切断するために固体部材の上を滑
走する。
【０１３０】
　１つの芯生検の実施例によると、固体部材は管状部材に電気的に接続され、また固体部
材の種をばらまかない特性を可能にする。
【０１３１】
　さらに、組織を収集することは、管状および固体部材が互い関係するバネを充填してい
るという理由でしばしばあっという間に完了する。これらの態様の両方、周期的な長手方
向の動きと急速な組織の収集は、急速な種をばらまかない方法を必要とする。適切に種を
ばらまかないことを達成するために、本発明によって提供される理由に対してパルスエネ
ルギーの提供を含む起動方法を必要とする。
【０１３２】
　針の通路中での癌細胞と感染性物質を変性可能な利点に加えて、高周波エネルギーの印
加は、生検針通路から潜在的な出血を止める利益をもたらし、このことは、比較的粗い針
を使用する場合にさらに重要な特徴になる。
【０１３３】
　上記説明したように、滑走可能な絶縁シースを含む実施例は、皮膚の火傷の影響を避け
て第１電極の有効長さを最適化するのを可能にするために、芯生検と関連づけて首尾よく
適用することができる。
【０１３４】
　また、本発明のさらに別の実施例によると、分割化された電極は、上記説明に基づいて
、この印加が本発明の芯生検であるのと関連して使用される。
【０１３５】
　また、本発明のさらに別の実施例によると、誘電体コーティングは、上記説明に基づい
て、この適用が本発明の芯生検であるのと関連して使用される。
【０１３６】
　本発明の別の好適実施例によると、種をばらまかない配置構成物は、例えば、悪性組織
の高周波焼灼を用いる治療のために配置される。本発明のこの実施例内で、細長い中空部
材は治療焼灼針を含む。
【０１３７】
　そのような治療焼灼針の１つの例では、針の遠位端部またはその近くで互いに連結され
ている２つの平行な内部流路を含み、冷却媒体が流路を流れることを可能にするために焼
灼針の温度制御を可能にする。
【０１３８】
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　焼灼針は、さらに好適実施例に基づく長手方向に２つの部分に分割された第１電極を含
む。このことは、腫瘍焼灼治療のために遠位端部の最適化を可能にし、両方の部分は種を
ばらまかない間に活性化され得る。
【０１３９】
　本発明の代替の実施例によると、焼灼針は、低い高周波周波数では電気絶縁体である誘
電材料によって近位端部または遠位端部がコーティングされ、その周波数に対して第１電
極のコーティングされた部分は例えば組織損傷を避けるために電流を通さない。高い周波
数を使用すると、誘電体コーティングのインピーダンスが減少し、これにより針の通路の
変性又はインピーダンス測定の目的のためのコーティングされた部分を含む針全体の使用
が可能となる。
【０１４０】
　本発明の代替の実施例によると、焼灼針は、管状針１０２の電極長さの変化をもたらす
管状針１０２の長手方向に滑走することができる移動可能な絶縁シースを含む。その結果
、これらの実施例は、焼灼治療と種をばらまかない方法の両方のために電極長さの最適化
を可能にする。
【０１４１】
　さらに別の実施例によると、焼灼針は２つ以上の電極に分割されている電極を含む。
【０１４２】
　上記説明されたような本発明の実施例内で、皮膚の火傷保護のために使用される滑走可
能なシースは、例えばフランジあるいは管状部材のカラーの形態で近位端部の大きな直径
を使用することによって皮膚表面に配置され、インピーダンスを測定することによって侵
入深さの測定を可能にする。
【０１４３】
　本発明の代替の実施例によると、高周波焼灼のために適合された配置構成物は、焼灼治
療段階の間で、かさ状配置構成物中の管状部材から広げることができる多数の治療電極を
含む。そのような配置構成物は、オプションに高周波源から電気的に隔離されており、拡
張可能なかさ電極の１つの治療部分を含むが部材の近位端部を除いて種をばらまかなこと
が、管状部材全体に適用されていると考えることができる。
【０１４４】
　本発明の別の好適実施例によると、この配置構成物は種をばらまかない配置構成物であ
り、例えば、内視鏡方法のためなどの最小侵襲手術、検査およびサンプリングのために適
合されている。
【０１４５】
　最小限の侵襲手術あるいは腹腔鏡検査の間、套管針（トロカール）の形態のいくつかの
管状部材は、切込み、および／または、患者の体の切開部から挿入される。トロカールは
、通常は、カメラ、外科器具、照明具などを部位に挿入するために使用される。特に、腫
瘍の切除の間、トロカールポートでの腫瘍の広がりの危険性が大きい。
【０１４６】
　この理由で、第１電極は、微細針吸引の実施例に関連付けて説明されたような管状部材
に沿って配置される。トロカール中に挿入される手術器具は、オプションに、電気的に管
状部材に接続され、適切である場合に種をばらまかないことを可能にする。トロカールと
挿入した器具の間の相対的な侵入深さは、インピーダンスを測定することによって、また
は機械的に、電磁気的に、または音響学的に侵入距離を決定することによって決定される
。
【０１４７】
　ロボット内視鏡方法の間、種をばらまかない技術は、ロボットの立体的な切除術システ
ムの管状部材のために実施することができる。侵入深さを測定することによって、種をば
らまかないパルスの起動を達成することができる。
【０１４８】
　滑走可能な絶縁シースの適用は、この応用のためにも使用することができ、本発明の他
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【０１４９】
　分割されコーティングされた電極の使用は、上記説明されたような有利な効果と類似す
る効果を提供し、最小限の侵襲手術のために同様に使用される。
【０１５０】
　その結果、説明された本発明は以下の利点を提供する。
【０１５１】
　形成された通路に種をばらまかないためにパルス高周波バーストを印加するとき、細胞
の変性は、細長い管状部材を取り囲む数細胞層オーダーの厚み有する層内で起こる。これ
は、形成された通路の外側の細胞に影響を与えないので利点である。
【０１５２】
　別の利点は、高周波バーストが細長い管状部材を取り囲む層中の細胞を変性させること
によって潜在的な出血を止めることである。
【０１５３】
　また別の利点は、変性される層の厚さは、異なる電力とパルスセッティングを使用する
ことによって変えられることである。細胞の変性が自動的に、即ち、手動の介在なしに、
即座に実行されることにより先行技術で開示されたような装置の使用と比べて組織の乱れ
が小さいくなることはさらに有利である。
【０１５４】
　また、高周波パルス技術は、例えば、バネが充填された生検切除器を使用する場合ある
いは侵入抵抗を減少させるために長手方向の振動を使用する場合に、非常に速い機器の動
きの間に即座に針の通路を変性させることができることもまた有利である。
【０１５５】
　さらに別の利点は、自動的な起動（トリガ）が挿入の間に生成することができる多くの
通路を変性を可能にすることである。
【０１５６】
　さらに別の利点は、本発明が通路長さ全体にわたった変性を可能にすることである。
【０１５７】
　さらに別の利点は、本発明が例えば、直腸を横切る方法での挿入の間に感染性物質の変
性を可能にすることである。
【０１５８】
　別の明らかな有利な点は、パルス高周波エネルギーの使用が、本発明の診断の実施例中
に管状部材中の試料の実質的な変更無しにもたらされることである。
【０１５９】
　種をばらまかない電極を取り囲む組織を本質的に瞬時に変性させる高周波エネルギーの
使用とともに細長い中空部材の動きを検出するための検出手段の適用は、先行技術によっ
て提示されるような時間がかかる代替手段で得られる種をばらまかない迅速な配置構成物
を提供する。
【０１６０】
　本発明は、上記の唯一の実施例の代替物が実施例であるような多くの方法で変更可能で
あることが強調される。したがって、これらの異なる実施例は限定されない実施例である
、しかしながら、本発明の権利範囲は、特許請求の範囲によってのみ限定される。
【図面の簡単な説明】
【０１６１】
【図１】本発明の１つの実施例に基づく侵襲性治療のための配置構成物の概略を示す図で
ある。
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